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雑 榊
〔雑 報〕
“月吉層’’“戸狩層’’の資態
　岐阜縣土岐盆地と可見盆地の中新統は・日本の
新築全系層序學上もっとも重要なものの一つであ
ることは・榎山次郎の戸狩階・高井多二の孚牧階
戸狩階が．ここを模式地としていることによって
もわかる。したがって従來多くの研究が製表され
ているのであるが。それにもかかわらず，この地
域ほど異論の多いところも少ないのである。その
原因はいつに古生物學的研究から逆に居序を推定
しようとする研究態度が多くとられたからであっ
て，このような方法はややもすれば循環論理に抽、
ちいりやすく，暦序研究上もっとも警戒を必要1と
する。わたくしは1942年この地を訪れて以來，
］山。gy脾i口a，一ZPo正㎝limをふく．む宿洞の貝化石
．の重要性を痛感し，いわゆる月吉厨・戸狩暦の開
係を純粋に野外調査によって決定したいと念願し
ていたが。今回の調査により。多くの異論の生れ
た原因についても知ることができ’た。
　野外調査にあたっては，この地域が好露頭にめ
ぐまれていること・．および地歴が僅かの傾斜しか
もたないとい5條件を生かし・レベルを使用し・
瑞湊町北部の森下の洞（△273．1の東〕の餓面を
露準として，宿桐一本郷一月吉一戸狩一瑞浪一一
日市場一木暮一荒生田一菅沼一宿洞の線に滑って
できるだけ精密な麟面圖を20本つくるという方
法をとった。その結果の1部を要約すると，1）戸
狩・月吉地威では岩相のみによって4つのメソパ
ーに分けることができる。下部より’（A）ノヂユ
rルの多い凝皮質の粗粒～中粒砂岩，（B）A暦よ
．りもノヂユ・ルの少ない凝茨質の細粒砂岩～シル
ト岩，（O）軽石暦，（D）凝皮質泥岩であって，い
づれも整合している。2）A・1幡は多くの貝化石
をふくみ，A暦にはVi■舳y田yokoyamai，Vic3F
エye118i畳hiia皿乱など大山桂が月着暦の貝化石と
して報告してい．るような化石動物群がみられ，児
屠には蝸I・目・bmi正・bi晦N・心血乱。・皿gi舶・i・
（2），Pka軍船i四umoe11si目（＝Cu1te11u日），　Tuni－
te11a｝h乱旭ii，T－k洲。m舳w砒。皿冑i8などがみられ
る。化石の愛化は顯薯で岩相の鍵化と平行してい
る。3λA暦の厚さは月吉部落東部の谷において
33・0米，正暦は戸狩部落北部の挾間で26・6米にす
ぎない。しかも粗粒の砂が多く・爾屠は長い拙質時
代の経過の5ちに堆積した．ものとは考えがたい。
4）戸狩・月吉附近にみられるノヂユ」ルの多い凝
茨質の特異な岩相は，北にゆくにつれて消滅し，
全部D暦に移化する。’
　以上の野外調査結果にもとずいて，混凱してい
るi’角吉暦”“戸狩歴”を吟味してみよう。このよ
うな吟粥ますでに窪囲誰（鑛物と地質，第1巻，
第6號，1947）によつセおこなわれているが・そ
の所論に勤しては・賛成しえない多くの部分があ
る。戸狩層群・月吉履群という名構が最初に使用
されたのは，矢部長克め論文中に引用された嵯峨
一郎の卒業論文においてであって，前者の好露出
は岐阜縣土岐郡明泄村山野内棒ケ洞・後者のそれ
は同村月吉正馬様洞で，前者からはD鵠mo目ty1鵬，
後者からはVio皿工y乱その他の産出を報じ・爾考
の間に不整合を假定している。ついで松本彦七郎
は，戸狩暦をZo皿e　of　D鵬㎜㎝tyIus　j・p㎝i棚で
㎜旺i皿e，oo1def　pb鵬eであり，月吉暦はVio趾ya
田。皿eで皿a「im，冊正me正Ph醐であると定義し
た。さらに榎山家郎は月吉厨・刀狩暦を同時異相
であるとし，月吉暦をふくめての刀狩居を戸狩階
（To9趾i乱n　st五ge）の模式に撰定した。この場合の
刀狩厨の内容はわたくしのC・D暦をも含んでい
る。高井参二は月吉屠と雫改暦を同時異相である
とし・松本の定義による戸狩暦を認め・牛牧階・
戸狩階を設定している。窪因はこれらに難して嵯
峨の戸狩層群の模式地（工E確に模式地を選定して
いるわけではない）でありD鵬mO就y1uSの達地
である棒ケ洞（この地名は適薗でない。戸狩部落
の北方の谷は挾間と纏構し，棒ケ洞はその1支谷
である〕にほ月吉・戸狩の爾暦が露出するけれど
も㌧両者にはフォーナの著しい相異があるから，
戸狩暦をZom・f　I〕硯m0日ty1us，月吉暦をZ㎝βdf
Vic乱正y乱と限定して使用することによって両名を
生かしたいと提議した。
　これら多くの意見をみると，月吉暦がVio町ya
f舳m乱をふくむ暦であるという騒では一致してい
るから・そのあらゆる暦準にVio肌・y乱を産する
A厨は月吉厨であるといいうる。ところがA・I1
爾暦の境に近く2候の薄い凝友岩があって正馬嬢
抽から瑛間に追跡することができ，その結果挾間
における下部のノヂユールの多いP工Ot0■Ot個11丑，
K記tolysi乱などを多くふくむ地歴は上記の定義に
よる月吉暦であることが確宣にいえるよ5になっ
たOそしてDe舳O就y1uSの出たのはP！0tOmte11a
量。皿e一豪ﾟからであるから，それはとりもなおさ
ずVio由M0日eとしての月吉暦，わたくしのA
屠からでたということに他ならない・故に嵯峨の
戸狩層群はA・丑厨をふくめたものであるから，
その下孚は月吉暦と一致し・松本の刀狩暦は月吉
歴に濁する異名となり，旗山のものはA・B居を
共にふくむものであり（ただ．し岩波溝座r新第三
系」に使用されている戸狩暦はA屠をさしている
のと考えられる〕高邦・窪田はP㈱mosty1鵬と
“寒流型貝化石”を繕びつけた結果DOm0目町11疋の
80
産出屠準を．皿履と誤認しているのではないかと推
察される。しかし何よりも根本的な誤りは地歴を
古生物によって定義しようとするところにあるの
であって，このような方法は麿序研究上とるべき
方法ではない。以上がような騒からいって，礎來
の嚴密な定義を鹸き，あるいは定義されていても
誤った観鰯からされてい先名穂は一躍駿棄して再
定義きるべきであると思う。
　わたくしは現在1私案を持っているが，いづれ
まとまった形で護表したいと考えている。
　　　　　　　　（藤田和夫，1948，12，26〕
瀬戸内火山帯に就いて
　瀬戸内火山帯及ぴ之に圏する火山群，火山岩に
關する研究は從來から可成り行なはれているが，
この火山岩として特徴酌である俗躍rカソカソ石」
の存在を最初に襲見し且その岩石の特異性を認め
て之にA㎎i畑曲sitkIi聯toi口なる名構を輿へた
のほNAUMANNである。
　その後WEIN艶I迎NKは生駒山産の同岩に
就いて願微鏡観察，．化學分析を行びその結果より
此の岩石は主として斜方輝石；斜長石，磁鐵鐘よ
りなるもので古銅石の斑晶によって特徴附けられ
ることを知り，麟岐岩」なる名を與べた。瀕月内
火山帯の特徴としては多くの場合讃岐岩・同岩類
似の岩石が各火山群に存することである・。但し室
生火山の如くその存在を見ぬところもある。燃し
この場合でも二種の石英安小岩類の一種には古鋼
石が含まれる。瀬戸内火山帯を構成する各種火山
岩は渥青岩，石英安山岩類・黒雲母安山岩類・角
閃石紫蘇輝石安山岩，古銅石安山岩，讃岐岩であ
る。故小康憾士は日本の火山帯に就いて総括的な
研究をされたが此の中で瀬戸内火山帯に就いての
纏繕がなさ枇ている。
　地理的に見れぽこの火山帯は愛知縣鳳來寺山の
渥青岩を最東端とし祭艮縣，三重縣に且って分布
する室生火山群，奈良擬・大阪府の境にある二上
火山，叉田図香川縣下皮び瀬戸内海鳥螺に大小の
地探或ひはメサをなす火山群，更に四国最高峯で
ある石槌山，及び久万附近，松山附近の火山群等
を纏て九州佐賀市西部の台地の一部を構成ナる古
備石安山岩，讃岐岩を最西端とするものである。
　小藤博士はかくの如き分布厘域は大盤酉南日本
の瀬戸内隆没瑚帯に一致すると云はれている。之
弩火山を通覧すると窒生火山群は石英安1」』岩類か
らなり之等は蟻茨岩を蔽っている。この凝焚岩中
より化石を竈するが君塚博士の研究に一より之は鮮
新舷に圏することが明らかにされた。
　二上1⊥1に於ては既述の各種火山岩が存在し之等
・は同地域の下部更新銃である擬茨頁岩の堆積に引
き繍いて噴出した〇
　四国高松附近及び瀬戸内海鳥喚には讃岐岩，古
銅百安岬岩。石英安山岩類・箱閃石紫蘇輝石安山
岩が分布し之等の塞部をなすものは淡水性の凝茨
質権積層である。佐藤按宮は之を恐らく鮮新世に
日するものであらうとされている。叉此の堆積層
及ぴ之を蔽ふ熔岩を含めて瀬戸内統と呼ばれてい
るが，佐藤技官は更に之は二上山の堆積暦群に謝
比されるものだらうとされてゐる。
　叉石槌山に於ては熱カ輝石安山岩，雲距安山岩
が認められ之等は淡水性の中新統を貫く。
　こふで注目すべきことは各火山群に於て個々の
熔岩流の延長方向乃至同質岩類の分布の方向等は．
陥没帯の方向に準平行であり，翠嘗って儘藤技官
によって注意された騒に高松附近の讃岐岩類は勘
居により縦横に翻られ勉増叉はメサとして獲存す
ると推測される騒である。これ等の鰯に於て火山
活動と蓮構造運動との密接な關係が者へられる。
二上山に於いてはこの火山帯に見られる殆んど全
べての各種火山岩が比較的明瞭な上下魔係を以て
分布しているので此虚では各種火山岩の前後關係
は概ね明らかにされる。即ち吉澤學士によると同
地域では渥青岩，角閃紫蘇輝石安山岩，石美安山’
岩，含柘榴石雲母安山岩，古銅石安山岩，讃岐岩
の順に噴出が行なはれた。之は讃岐に於て讃岐岩
か古銅石安山岩を蔽ひ後者ぽ石英安山岩期角礫
石紫蘇輝石安山岩の角礫を含む凝友角礫岩を蔽ふ
事費，及び室生火山に於て含古銅石，石英安山岩
が雲母安山岩以前の噴出物であるといふ君塚憾士
の結論によく一致する。
　かくて室隼叫二上山，讃岐地方・のもの等と
勤比してみると火山活動の時期ぽ恐らく鮮新世末
期より洪積世初期に亘るものであらうと推定され
る。以上主として瀬戸内火山帯に就いて地理的及
び地質學的翻騒から述べたが次に岩石學的観臨か
ら考察してみる。
　WEINSCHENKは上遼讃岐岩の安山岩に濁す
る翻係は薇輝岩の玄武岩た鍔する關係に同様であ
るとし，有色鑛物が殆んど斜方輝石によって占め
られてゐるといふ特性は岩漿分化の結果と者へて
いる様である。
　黙るにその後讃岐岩類中には慶々鍵化を受けた
捕獲織晶が認められること，叉二上山に見られる
様に雲母安山岩中に多量の柘榴石が存在し且しば
しば捕獲1岩片の存すること，之等の騒が注意さ牝
研究の勤象となるに及んで岩石成因上の考へ方は
可成り獲彗化した。
　坪井博士は欝ってニニ上山の雲母安山岩中の柘榴
石は恐らく基盤の領家饗成岩乃至花縄岩類に含ま
れる柘酒石に由來し所謂捕獲結晶ではないかとの
疑ひを持たれたがその後吉澤寧士は基盤岩中の柘
